
科目 看護研究・看護管理 

時期 3年次前期 単位数 1単位 実務経験 

担当教員 
磯村 由美 

久下 景子 
時間数 30時間 ○ 

目的 

1. 看護実践における研究の意義と目的を理解し、研究方法の科学的な理解を深めるとと

もに、研究の一連のプロセスを理解する。 

2. 看護管理の概念と原則を学び、質の高い看護サービスを提供するために看護職者個人

および看護組織が担う役割を理解する。また、医療施設等における看護職者の看護実践

活動の現状と課題を看護管理の視点で観察し、看護組織運営や変革について考える。 

目標 

【看護研究】 

1. 事例研究の意義、必要性を記述できる。  

2. 事例研究の方法を活用し、研究論文を 

まとめることができる。  

3. グループ内で協力しながら研究発表 

できる。  

4. 事例研究の実際を通して自己の課題を

考え、まとめることができる。 

 

【看護管理】 

1. 看護管理の基礎となる理論を理解する。 

2. 看護の提供システムを理解する。 

3. 看護管理の実際を学び看護部門を構成

する看護職員の責務と役割を理解する。 

4. 人材育成の実態や制度を学び、将来看護

職として自己の能力を向上させる必要性

を理解する。 

5. 看護における組織変革および政策の 

必要性と政策決定過程を理解する。 

学習内容 【看護研究】 

1. 看護研究の基礎 

1) 看護研究とは 

2) 看護研究の目的と分野 

3) 看護研究の方法 

4) 文献検索 

2. 事例研究 

 

 

【看護管理】 

1. 看護管理の歴史 

2. 看護管理の定義 

3. 看護管理のプロセスと対象・範囲 

4. 看護サービスのマネジメント 

5. 安全なケアの提供と質保証 

6. 組織変革と政策決定への参画 

7. キャリアとキャリア形成 

8. 医療施設等における看護管理の実際① 

9. 看護管理の展望 

授業形態 講義 

教材 

楽しくなる看護研究 メヂカルフレンド社 

新体系看護学全書 看護実践マネジメント／医療安全 メヂカルフレンド社 

印刷資料 

評価 

課題への取り組み・態度（出欠状況を含む）・理解度（小テスト、課題）・研究計画書 

筆記試験 

 


